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日本損害保険協会関東支部新潟損保会（会長：水越 靖・あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 新潟支

店長)では、新潟県損害保険代理業協会とともに、9月2日（土）新潟市東区のNOCプラザにおいて、新潟県、

新潟市の共催により「防災セミナーin新潟」を以下のとおり開催しました。当協会として初めて新潟県で防

災セミナーを開催し、当日は167名の新潟県民が参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 防災セミナーは、3部構成とし、開催に先立ち、主催者を代表して、関東支部委員会の廣松 さゆり委員長

から、「本セミナーを通じて、新潟市における自然災害の特性を学び、被害を最小限に抑える方法や災害ツー

ルの活用、災害時の経済的な備えの保険・共済の役割について、知っていただくことで、災害から生き抜く

知恵を身に着けていただければと思います。」と挨拶がありました。 

 第1部では、新潟大学災害・復興科学研究所の卜部 厚志教授から、「新潟市の自然災害への備え」と題し

て、新潟市の地震リスク(強震動・液状化・津波)、洪水リスク(内水氾濫)および災害時の避難行動について

講演があり、「新潟市では人口の大部分がゼロメートル地帯に集中しており、震度が比較的小さい場合でも津

波が短時間で押し寄せる可能性が高い。リスクを知ったうえで、いざというときに自ら判断し、行動できる

よう備えておくことが必要」と訴えました。 

 第2部では、最初に新潟県防災局防災企画課の堀川 健一課長から、「新潟県の防災に関する県民行動指針」

と題して、同指針の概要について講演があり、地域の災害リスクを知るためにハザードマップ等で確認する

ことが重要であることを県民に訴えました。次いで、新潟市危機管理防災局危機対策課関川 知秀副主査から、

「新潟市の情報提供ツール(LINE等)の紹介」と題して、にいがた防災メール、新潟市 LINE公式アカウント

について説明があり、災害時は通信障害が想定されるため、情報入手方法の多重化の重要性について訴えま

した。 

 第3部では、当協会新潟損保会の水越 靖会長から、「水害・地震に対する家・クルマの備えは万全ですか？

～自然災害に備える損害保険・共済～」と題して、過去に起きた新潟地震、新潟中越地震、昨年度大雨で被

災した村上市での自然災害などを例に、経済的な備えとして、火災保険(水災補償)、地震保険、車両保険、

共済等の概要について講演があり、災害に便乗した悪質な住宅修理業者に係るトラブルには注意するようア

ドバイスがありました。 

 最後に、新潟県損害保険代理業協会の山﨑 忠一会長から、閉会挨拶があり、「地域の災害特性を知り、自

助の備えとして損害保険の加入もひとつの選択肢のひとつである。今後とも地域防災力の強化に協力してい

きたい。」と挨拶があり、盛況のうちに幕を閉じました。 

 アンケートでは、9割以上の聴講者からわかりやすかった、役に立ったとの回答があり、「自分の生活して

いるエリアの危険性を再認識するよい機会になりました」「損害保険・共済に関する資料が分かりやすくて役

に立ちました」などの感想が寄せられました。 

また、家庭でできる防災対策（住宅の耐震化、家具の固定、避難所の確認、備蓄品の準備等）についても、

「今後何か対策を考える必要がある」（56.4%）や「すぐにでも対策を講じようと思う」（41.0%）」とする回答

があり、今回のセミナーが防災についての意識の変化や行動変容に結び付いたと認識できました。（アンケー

ト（3）②参照）。 

「防災セミナーin新潟」を新潟県・新潟市と共催で開催 

～新潟市の地震リスク・洪水リスクを学び、災害時の備えや行動を学ぶ～ 

日 時：2023年9月2日(土)14時～16時20分 

場 所：NOCプラザ(新潟卸センター) NOCホール 

主 催：日本損害保険協会関東支部、新潟県損害保険代理業協会 

共 催：新潟県、新潟市、新潟県地震等災害保険・共済普及協議会 

後 援：全国共済農業協同組合連合会新潟県本部、全国労働者共済生活協同組合連合会新潟推進本部 

    新潟大学、NHK新潟放送局、新潟日報 

 

 

   



廣松支部委員長 開会挨拶 新潟大学･卜部教授の講演  新潟県防災企画課･堀川課長の講演 

当支部では、引き続き、防災・減災に係る意識向上に向けて取り組んでまいります。 

以 上           

                

 

     

 

 

新潟市危機対策課･関川副主査の講演  新潟損保会･水越会長の講演 新潟代協･山﨑会長 閉会挨拶 

当 日 の セミナー の 様 子 



防災セミナーin新潟 アンケート結果

（１）内容は、わかりやすかったですか？
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① 「新潟市の自然災害への備え」
【新潟大学・教授】

②「新潟県の防災に関する県民行動指針」
【新潟県・課長】

③ 「新潟市の情報提供ツール(LINE等)の紹介」
【新潟市・副主査】

④「水害・地震に対する家・クルマの備えは
万全ですか？」

【新潟損保会・会長】

全体

（2）講演内容は役に立ちましたか？
※①～③自然災害に備えるため、講演内容は役に立ちましたか？ ④損害保険・共済の理解向上にあたり、講演内容は役に立ちましたか？

51.2%

37.8%

40.0%

57.3%

46.5%

43.8%

56.3%

54.8%

38.2%

49.2%

5.0%

5.0%

5.2%

4.1%

0.8%

0.2%

0% 25% 50% 75% 100%

ア．とても役に立った イ．役に立った ウ．あまり役に立たない エ．まったく役に立たない

① 「新潟市の自然災害への備え」
【新潟大学・教授】

②「新潟県の防災に関する県民行動指針」
【新潟県・課長】

③ 「新潟市の情報提供ツール(LINE等)の紹介」
【新潟市・副主査】

④「水害・地震に対する家・クルマの備えは
万全ですか？」

【新潟損保会・会長】

全 体
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ア．地域の危険性はこ

れまでも知っている

40.7%

イ．これまで知らな

かったが、知っておく

必要があると感じた

59.3%

ア．地域の危険性はこれまでも知っている

イ．これまで知らなかったが、知っておく必要があると感じた

ウ．あまり必要性を感じていない

エ．よく分からない

①本日のセミナーを聞いて、ご自身の今後の防災
への意識がどう変わったか？お聞かせ下さい。

②家庭で出来る防災対策について
（例：住宅の耐震化、家具の固定、避難所の確認、
備蓄品の準備等）
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ア．すぐにでも何か対策を講じようと思う

イ．今後何か対策を考える必要があると感じた

ウ．特に対策の必要性は感じなかった

エ．よく分からない

（3）本日のセミナーを聞いて、ご自身の今後の防災への意識がどう変わったか？お聞かせ下さい。

ア．すでに損害保険・共済に加入している

83.5%

イ．損害保険・共済に加入しな

ければならないと感じた（未加

入の方） 13.0%

ウ．損害保険。・共済は必要ない

と思った 1.7%
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イ．損害保険・共済に加入しなければならないと感じ

た（未加入の方）
ウ．損害保険。・共済は必要ないと思った

エ．よく分からない

③自助としての損害保険・共済の必要性

■ アンケート回答者数：122名 （セミナー参加者数：167名 回答率：73.1％）

10代 0.8%

20代

8.2%

30代

6.6%

40代

18.0%

50代

27.9%

60代

22.1%

70代以上

16.4%

年代別構成比

男

77.0%

女

23.0%

性別構成比


